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カルデラ形成I噴火を繰返した阿蘇火山などのマ

グマ供給システムが巨大I噴火の間にどのような変

遷を辿っているのかを知る鞭は，カルデラl噴火の

発生メカニズムの解りjや長期I噴火予測のため重要

なテーマである.I町蘇カルデラの4回の匝大I噴火

のうち.¥河蘇3,1珂蘇4の問に活動した阿蘇ABCD

テフラについて，全岩組成，鉱物組成，鉱物に含

まれるメル1､包有物組成を求めた．マグマの組成

や鉱物組成で比較すると，阿蘇ABCDテフラは阿

蘇4よりは阿蘇3に近いことがわかった．阿蘇4

の9000年前に活動したマグマは，阿蘇4の準備過

程ではなく，阿蘇3の残存マグマの可能性が大き

いと考えられる．
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に含まれる鉱#物中の

メルト包有物

1．はじめに

カルデラを形成するような巨大噴火のマグマ供

給系の情報は．地球物理学的な観測記録がないの

で，地球物質科学的な手法で探求することが重要

な役割を占める．阿蘇4巨大I噴火を起こしたマグ

マ溜まりがどのように成長し、噴火に至ったかを

知る手がかりを与えてくれる前駆噴火として．大

峰火山，阿蘇ABCDテフラがあげられる．前者は

阿蘇4の直前(904ka)[']ではあるが．カルデラ

外で噴火が起こっており，本体の阿蘇4マグマ溜

まりとは異なる分化経路をたどったことがわかっ

てきた[2]・本論では，カルデラ内噴火が推定され

る阿蘇ABCDテフラのマグマ供給系のメルト組

成．鉱物組成について考察する．

阿蘇4噴火(897ka)と|河蘇3噴火(123±6ka)

の間には，何枚かのテフラ(A.B.C､D､..M,N.

α,6，，，，1）が記載されている[1．3]、このうちAso-

ABCDテフラは最上位に位置する四つのテフラ

で，連続した．速のI噴火を表している．長橋・他

[4]はAso-ABCDテフラ年勧代を97.7kaと見積もっ

た．テフラの等I欝厚線から給源は阿蘇カルデラ

内・中央火1.1丘群の南側に推定されるので[3]・阿

蘇1．2，3，4などのカルデラ形成を起こしたマグマ

淵まりと典通のj起源である可能性が高いt賀出物

の推定体積は3.5knv^で，阿蘇4.阿蘇3間では鎧

大規模の噴火であるが.600krn^以上ある阿蘇4
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